






 

 

令和３年度 大学等におけるインターンシップ表彰選考委員会 所見 

 

 今般、「大学等におけるインターンシップの届出制度」における取組の中

から、学生の能力伸長に寄与するなどの高い教育的効果を発揮しており、他

の大学等や企業に普及するのに相応しいモデルとなり得るインターンシップ

をグッドプラクティスとして表彰し、その成果を広く普及することを目的と

して、大学、短期大学及び高等専門学校から正規の教育課程におけるインタ

ーンシップの取組について公募を実施しました。 

  

コロナ禍においてインターンシップを実施することが難しい状況にも関わ

らず、公募の結果、大学から 25件、短期大学から５件、高等専門学校から

２件の計 32件の申請がありました。今回の申請があった取組の中には、コ

ロナ禍を踏まえ、大学と受入企業がともに協働してオンラインを活用した実

践など、新たなインターンシップのプログラムを構築している優れた取組も

多数見られました。また、大学等の教育目標や授業における学びを、社会に

おける実践と結びつけるために、綿密な事前学習や中間フォローの実施、受

入企業等の開拓と継続的な実施のための良好な関係構築に努めている等の取

組が多数見られ、各機関の高い意欲を評価する声が多くありました。 

 

 選考は、「大学等におけるインターンシップ表彰選考基準」に基づき、 

①就業体験を伴うこと 

②正規の教育課程の中に位置付けられていること 

③大学等の組織的な取組として位置付けられていること 

④インターンシップ実施後の教育的効果を把握する仕組みが取られてい

ること 

⑤５日間以上のインターンシップの実施期間が確保されていること 

⑥大学と企業等が協働した取組となっていること 

の６つの基準で書面による評価を実施しました。 

 

選考の結果、最優秀賞として大阪夕陽丘学園短期大学、優秀賞として就実

大学、徳山大学、石川工業高等専門学校を選定しました。大阪夕陽丘学園短

期大学は、大学が掲げる教育目的が「卒業認定・学位授与の方針（ディプロ

マ・ポリシー）」、「教育課程編成・実施の方針（カリキュラム・ポリシ



 

ー）と連動し、正規の教育課程の中で位置づけられ、学長のリーダーシップ

の下、体系的なプログラムとなっている点を高く評価し、最優秀賞といたし

ました。また、就実大学、徳山大学、石川工業高等専門学校は、仕事の実際

を知ることや就業観の育成に資する職業体験が行われている点、インターン

シップの様々な場面において、企業等との積極的な協働がある点など総合的

に評価し、優秀賞といたしました。 

今、コロナ禍において社会や人との心理的距離や実践力に対し不安を感じ

る学生が増えつつあります。その中で、大学等におけるインターンシップの

取組は、学生・社会双方にとってますます重要な役割を果たすだろうと感じ

ます。今回の表彰校の取組等を参考に、より多くの大学等がそれぞれの教育

目的に沿ったインターンシップに取り組まれることを期待します。 

 

 令和４年３月２５日 

大学等におけるインターンシップ表彰選考委員会委員長 
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